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(57)【要約】
【課題】建築物の断熱材の選択をより容易にすること。
【解決手段】断熱材選択支援システムであって、建築物
の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記
断熱材が設けられる部位と、前記建築物の構造又は部材
に関する情報及び前記部位に設けられる断熱材の種類に
よって表される条件の建築物において要求される断熱材
の厚さと、を対応付けた断熱材情報を記憶する断熱材情
報記憶部と、前記建築物の構造又は部材に関する情報と
、前記断熱材の種類及びその部位と、について使用者に
よる選択結果を受け付け、前記選択結果に対応する前記
部位の断熱材の厚さを前記断熱材情報記憶部から取得す
る厚さ取得部と、前記厚さ取得部によって取得された前
記部位の断熱材の厚さを表示するためのデータを生成し
て出力する表示データ生成部と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記断熱材が設けられる部位
と、前記建築物の構造又は部材に関する情報及び前記部位に設けられる断熱材の種類によ
って表される条件の建築物において要求される断熱材の厚さと、を対応付けた断熱材情報
を記憶する断熱材情報記憶部と、
　前記建築物の構造又は部材に関する情報と、前記断熱材の種類及びその部位と、につい
て使用者による選択結果を受け付け、前記選択結果に対応する前記部位の断熱材の厚さを
前記断熱材情報記憶部から取得する厚さ取得部と、
　前記厚さ取得部によって取得された前記部位の断熱材の厚さを表示するためのデータを
生成して出力する表示データ生成部と、
を備える断熱材選択支援システム。
【請求項２】
　前記表示データ生成部は、建築物の形をした建築物画像とともに、前記建築物画像の該
当する部位の近傍に前記部位毎の前記断熱材の厚さを表示するためのデータを生成する請
求項１に記載の断熱材選択支援システム。
【請求項３】
　前記表示データ生成部は、建築物の構造又は部材に関する情報を使用者が選択するため
の画面のデータを生成し、選択された結果に応じて、一の部位の断熱材の性能を低下させ
他の部位の性能を向上させることによって所定の基準を満たすとみなすことができるか否
かを判定し、判定結果を前記画面に表示するためのデータを生成する請求項１又は２のい
ずれかに記載の断熱材選択支援システム。
【請求項４】
　建築物の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記断熱材が設けられる部位
と、前記建築物の構造又は部材に関する情報及び前記部位に設けられる断熱材の種類によ
って表される条件の建築物において要求される断熱材の厚さと、を対応付けた断熱材情報
を記憶する断熱材情報記憶部を備える断熱材選択支援システムが行う断熱材選択支援方法
であって、
　前記断熱材選択支援システムが、前記建築物の構造又は部材に関する情報と、前記断熱
材の種類及びその部位と、について使用者による選択結果を受け付け、前記選択結果に対
応する前記部位の断熱材の厚さを前記断熱材情報記憶部から取得する厚さ取得ステップと
、
　前記断熱材選択支援システムが、前記厚さ取得ステップによって取得された前記部位の
断熱材の厚さを表示するためのデータを生成して出力する表示データ生成ステップと、
を有する断熱材選択支援方法。
【請求項５】
　建築物の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記断熱材が設けられる部位
と、前記建築物の構造又は部材に関する情報及び前記部位に設けられる断熱材の種類によ
って表される条件の建築物において要求される断熱材の厚さと、を対応付けた断熱材情報
を記憶する断熱材情報記憶部を備えるコンピュータに対し、
　前記建築物の構造又は部材に関する情報と、前記断熱材の種類及びその部位と、につい
て使用者による選択結果を受け付け、前記選択結果に対応する前記部位の断熱材の厚さを
前記断熱材情報記憶部から取得する厚さ取得ステップと、
　前記厚さ取得ステップによって取得された前記部位の断熱材の厚さを表示するためのデ
ータを生成して出力する表示データ生成ステップと、
を実行させるためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の断熱材の選択を支援するための技術に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　建築物の壁や床等には断熱材が用いられる。断熱材は、その厚さが厚いほど断熱効果が
向上するが、多くの空間を占めるようになるとともに費用がかさんでしまう。また、断熱
材には複数の種類があり、それぞれで熱伝導率が異なる。そのため、同じ断熱効果を得る
ために必要となる厚さが断熱材毎に異なる。したがって、建築物を設計する際には、要求
される断熱の効果に応じて断熱材の種類及び厚さを適切に選択する必要がある。
【０００３】
　建築物の断熱については基準が制定されている。具体的には、「エネルギーの使用の合
理化に関する法律」に基づき「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主等及
び特定建築物の所有者の判断の基準」および「同設計施工及び維持保全の指針」（次世代
省エネルギー基準）が制定されている。次世代省エネルギー基準では、日本全国を市町村
別に気候によってＩ～ＶＩの地域に分け、地域毎に断熱や気密や日射遮蔽など、住宅を建
てる際に必要な性能が規定されている。そのため、このような規定を満たすように断熱材
の種類と厚さとを決定することが望まれている。従来は、断熱材の種類毎に使用基準の一
覧表が作成され、その一覧表を用いて設計者が適切な種類及び厚さを選択していた。建築
物に必要な部材の量を決定する支援装置は従来から提案されていたが（例えば特許文献１
）、断熱材の種類及び厚さの選択は複雑であるため、断熱材の種類及び厚さを決定する支
援装置は提案されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－０５６２４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように断熱材の種類は豊富である。また、建築物の壁や天井のように位置毎に
断熱材の種類を変えることも可能である。そのため、一つの建築物を設計する際に、必要
となる断熱材の種類及び厚さを適切に選択する作業には、多くの時間とコストが費やされ
ていた。
　上記事情に鑑み、本発明は、建築物の断熱材の選択をより容易にするための技術を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、断熱材選択支援システムであって、建築物の構造又は部材に関する
情報と、断熱材の種類と、前記断熱材が設けられる部位と、前記建築物の構造又は部材に
関する情報及び前記部位に設けられる断熱材の種類によって表される条件の建築物におい
て要求される断熱材の厚さと、を対応付けた断熱材情報を記憶する断熱材情報記憶部と、
前記建築物の構造又は部材に関する情報と、前記断熱材の種類及びその部位と、について
使用者による選択結果を受け付け、前記選択結果に対応する前記部位の断熱材の厚さを前
記断熱材情報記憶部から取得する厚さ取得部と、前記厚さ取得部によって取得された前記
部位の断熱材の厚さを表示するためのデータを生成して出力する表示データ生成部と、を
備える。
【０００７】
　本発明の一態様は、上記の断熱材選択支援システムであって、前記表示データ生成部は
、建築物の形をした建築物画像とともに、前記建築物画像の該当する部位の近傍に前記部
位毎の前記断熱材の厚さを表示するためのデータを生成する。
【０００８】
　本発明の一態様は、上記の断熱材選択支援システムであって、前記表示データ生成部は
、建築物の構造又は部材に関する情報を使用者が選択するための画面のデータを生成し、
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選択された結果に応じて、一の部位の断熱材の性能を低下させ他の部位の性能を向上させ
ることによって所定の基準を満たすとみなすことができるか否かを判定し、判定結果を前
記画面に表示するためのデータを生成する。
【０００９】
　本発明の一態様は、建築物の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記断熱
材が設けられる部位と、前記建築物の構造又は部材に関する情報及び前記部位に設けられ
る断熱材の種類によって表される条件の建築物において要求される断熱材の厚さと、を対
応付けた断熱材情報を記憶する断熱材情報記憶部を備える断熱材選択支援システムが行う
断熱材選択支援方法であって、前記断熱材選択支援システムが、前記建築物の構造又は部
材に関する情報と、前記断熱材の種類及びその部位と、について使用者による選択結果を
受け付け、前記選択結果に対応する前記部位の断熱材の厚さを前記断熱材情報記憶部から
取得する厚さ取得ステップと、前記断熱材選択支援システムが、前記厚さ取得ステップに
よって取得された前記部位の断熱材の厚さを表示するためのデータを生成して出力する表
示データ生成ステップと、を有する。
【００１０】
　本発明の一態様は、建築物の構造又は部材に関する情報と、断熱材の種類と、前記断熱
材が設けられる部位と、前記建築物の構造又は部材に関する情報及び前記部位に設けられ
る断熱材の種類によって表される条件の建築物において要求される断熱材の厚さと、を対
応付けた断熱材情報を記憶する断熱材情報記憶部を備えるコンピュータに対し、前記建築
物の構造又は部材に関する情報と、前記断熱材の種類及びその部位と、について使用者に
よる選択結果を受け付け、前記選択結果に対応する前記部位の断熱材の厚さを前記断熱材
情報記憶部から取得する厚さ取得ステップと、前記厚さ取得ステップによって取得された
前記部位の断熱材の厚さを表示するためのデータを生成して出力する表示データ生成ステ
ップと、を実行させるためのコンピュータプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明により、建築物の断熱材の選択をより容易にすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】断熱材選択支援システム１００のシステム構成を表すシステム構成図である。
【図２】断熱材選択支援装置３００の機能構成を表す概略ブロック図である。
【図３】窓情報テーブルの具体例を表す図である。
【図４】断熱材情報テーブルの具体例を表す図である。
【図５】トレードオフ情報テーブルの具体例を表す図である。
【図６】断熱材位置情報テーブルの具体例を表す図である。
【図７】トップページの表示例を表す図である。
【図８】読み出されたトレードオフ対象情報の値が“トレードオフ対象”である場合のト
ップページの表示例を表す図である。
【図９】読み出されたトレードオフ対象情報の値が“トレードオフ対象外”である場合の
トップページの表示例を表す図である。
【図１０】厚さ表示ページの表示例を表す図である。
【図１１】厚さ表示ページの表示例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は、断熱材選択支援システム１００のシステム構成を表すシステム構成図である。
断熱材選択支援システム１００は、建築物に使用される断熱材を所定の基準に従って選択
する際に用いられるシステムである。以下の説明における建築物とは、一般的な住宅であ
っても良いし、アパートやマンション等の集合住宅であっても良いし、オフィス用のビル
であっても良いし、その他の建物であっても良い。断熱材選択支援システム１００は、端
末装置２００及び断熱材選択支援装置３００を備える。断熱材選択支援システム１００に
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設けられる端末装置２００の台数は１台であっても良いし複数台であっても良い。端末装
置２００と断熱材選択支援装置３００とは、ネットワーク４００を介して通信可能に接続
される。端末装置２００は、断熱材選択支援装置３００にアクセスし、必要なデータの送
信を要求する。断熱材選択支援装置３００は、要求されたデータを表示するための表示デ
ータを生成し、要求元である端末装置２００へ送信する。端末装置２００は、表示データ
を受信して画面に表示する。以下、断熱材選択支援システム１００の各装置について説明
する。
【００１４】
　端末装置２００は、パーソナルコンピュータやスマートフォンやＰＤＡ（Personal Dig
ital Assistant）や携帯電話機等の、通信機能を有した情報処理装置である。端末装置２
００は、画像を表示するための画像表示装置と、使用者が命令や値を入力するための入力
装置とを備える。画像表示装置は、例えばＣＲＴ（Cathode Ray Tube）ディスプレイ、液
晶ディスプレイ、有機ＥＬ（Electro Luminescence）ディスプレイ等の装置である。入力
装置は、例えばキーボード、ポインティングデバイス（マウス、タブレット等）、ボタン
、タッチパネル等の装置である。
【００１５】
　端末装置２００は、断熱材選択支援装置３００にアクセスして表示データを受信するた
めの機能を備える。このような機能はどのように実現されても良い。例えば、専用のアプ
リケーションとして端末装置２００に実装されても良いし、ＷＥＢブラウザとして端末装
置２００に実装されても良い。本実施形態では、端末装置２００は、ＷＥＢブラウザの実
行によって断熱材選択支援装置３００に対し表示データを要求し、受信した表示データを
表示する。ただし、断熱材選択支援システム１００の構成は、このような構成に限定され
ない。
【００１６】
　次に、図２は、断熱材選択支援装置３００の機能構成を表す概略ブロック図である。断
熱材選択支援装置３００は、メインフレームやワークステーションやパーソナルコンピュ
ータなどの情報処理装置を用いて構成される。断熱材選択支援装置３００は、バスで接続
されたＣＰＵ（Central Processing Unit）やメモリや補助記憶装置などを備える。断熱
材選択支援装置３００は、断熱材選択支援プログラムを実行する。断熱材選択支援装置３
００は、上記プログラムの実行によって、通信部３０１、表示データ生成部３０２、窓情
報記憶部３０３、トレードオフ情報記憶部３０４、断熱材位置情報記憶部３０５、断熱材
情報記憶部３０６、厚さ取得部３０７を備える装置として機能する。なお、断熱材選択支
援装置３００の各機能の全て又は一部は、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated 
Circuit）やＰＬＤ（Programmable Logic Device）やＦＰＧＡ（Field Programmable Gat
e Array）等のハードウェアを用いて実現されても良い。
【００１７】
　通信部３０１は、ネットワーク４００を介して端末装置２００との間でデータの送受信
を行う。例えば、通信部３０１は、表示データの要求を表す要求データを端末装置２００
から受信する。また、通信部３０１は、表示データ生成部３０２によって生成された表示
データを、表示データの要求元である端末装置２００へ送信する。
【００１８】
　表示データ生成部３０２は、端末装置２００からの要求データに応じて表示データを生
成する。そして、表示データ生成部３０２は、通信部３０１及びネットワーク４００を介
して、要求データの送信元である端末装置２００に対し表示データを送信する。例えば、
表示データ生成部３０２は、ＨＴＴＰ（HyperText Transfer Protocol）で端末装置２０
０とデータの送受信を行う。より具体的には、表示データ生成部３０２は、ＨＴＴＰに基
づいた要求データを端末装置２００から受信し、要求データに応じたＨＴＭＬ（HyperTex
t Markup Language）ファイルを表示データとして生成する。表示データ生成部３０２は
、表示データを生成する際に、断熱材の厚さの値が必要となった場合には、受信された要
求データのうち断熱材の厚さを取得するために必要となる情報を厚さ取得部３０７へ送信
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し、厚さ取得部３０７から断熱材の厚さを取得する。そして、表示データ生成部３０２は
、表示データとしてＨＴＭＬファイルを端末装置２００へ送信する。
【００１９】
　窓情報記憶部３０３は、磁気ハードディスク装置や半導体記憶装置などの記憶装置であ
る。窓情報記憶部３０３は、窓情報テーブルを予め記憶する。窓情報テーブルは、建築物
に用いられる窓に関する情報を表すテーブルである。
　トレードオフ情報記憶部３０４は、磁気ハードディスク装置や半導体記憶装置などの記
憶装置である。トレードオフ情報記憶部３０４は、トレードオフ情報テーブルを予め記憶
する。トレードオフ情報テーブルは、各条件の建築物がトレードオフの対象であるか否か
を表すテーブルである。
【００２０】
　断熱材位置情報記憶部３０５は、磁気ハードディスク装置や半導体記憶装置などの記憶
装置である。断熱材位置情報記憶部３０５は、断熱材位置情報テーブルを予め記憶する。
断熱材位置情報テーブルは、後述する厚さ表示ページにおいて断熱材の種類及び厚さを表
示させるべき位置を表すテーブルである。
【００２１】
　断熱材情報記憶部３０６は、磁気ハードディスク装置や半導体記憶装置などの記憶装置
である。断熱材情報記憶部３０６は、断熱材情報テーブルを予め記憶する。断熱材情報テ
ーブルは、建築物に用いられる断熱材に関する情報を表すテーブルである。
　厚さ取得部３０７は、表示データ生成部３０２から受信した情報と断熱材情報テーブル
とに基づいて断熱材の厚さを取得する。そして、厚さ取得部３０７は、取得した厚さを表
示データ生成部３０２に送信する。
【００２２】
　図３は、窓情報テーブルの具体例を表す図である。窓情報テーブルは、“メーカー”の
項目の値と“窓の種類”の項目の値とを対応付けたテーブルである。窓情報テーブルは、
各メーカーが提供している窓の種類の名前を表す。一つの“メーカー”の項目の値に対応
付けられた“窓の種類”の項目の値は、一つであっても良いし複数であっても良い。表示
データ生成部３０２は、要求データに含まれるメーカーの項目の値に応じて、窓情報テー
ブルから窓の種類の項目の値を読み出す。そして、表示データ生成部３０２は、読み出し
た窓の種類の項目の値を用いて表示データを生成する。
【００２３】
　図４は、断熱材情報テーブルの具体例を表す図である。断熱材情報テーブルは、“地域
”の項目の値と、“上部断熱工法”の項目の値と、“工法”の項目の値と、“構造”の項
目の値と、“窓の種類”の項目の値と、“付属部材”の項目の値と、“第一トレードオフ
”の項目の値と、“第二トレードオフ”の項目の値と、“断熱材”の項目の値と、“位置
”の項目の値と、“厚さ”の項目の値とを対応付けたテーブルである。
【００２４】
　“地域”の項目は、建築物が建てられる土地の地域を表す。“地域”の項目の値は、例
えば住宅の次世代省エネルギー基準において、日本全国の気象条件に応じて５つに分けら
れた断熱性能地域区分の値（Ｉ，ＩＩ，ＩＩＩ，ＩＶ，Ｖ）であっても良い。
　“上部断熱工法”の項目の値は、建築物の上部に行われる断熱の工法を表す。“上部断
熱工法”の項目の値は、例えば“屋根断熱”と、“天井断熱”と、のいずれかである。屋
根断熱とは、天井材の上に断熱材を敷き詰める断熱工法である。屋根断熱とは、屋根材の
裏に断熱材を敷き詰める断熱工法である。
【００２５】
　“工法”の項目の値は、建築物に対して断熱材を設置する際に用いられる工法を表す。
“工法”の項目の値は、例えば“外張り”と、“充填”と、のいずれかである。“外張り
”は外張り断熱工法を表す。外張り断熱工法は、柱及び梁の外側から断熱材で覆う工法で
ある。“充填”は充填断熱工法を表す。充填断熱工法は、柱及び梁の間に断熱材を詰め込
む工法である。
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【００２６】
　“構造”の項目の値は、建築物を建築する際に用いられる工法を表す。“構造”の項目
の値は、例えば“木造軸組工法”と、“枠組壁工法”と、のいずれかである。木造軸組工
法は、柱、梁、桁、筋交いなど、木製の軸組で家の骨組みをつくる工法である。枠組壁工
法は、階毎に独立した床パネルや壁パネルを積み上げ、パネルの空洞に断熱材を充填する
工法である。
【００２７】
　“窓の種類”の項目の値は、建築物の開口部に設置される窓の種類を表す。“窓の種類
”の項目の値は、窓情報テーブルの“窓の種類”の項目の値として設定されているいずれ
か一つの値である。例えば、“窓の種類”の値として、“ａ１”、“ｂ２”、“ａ２”等
の値がある。より具体的な例としては、“窓の種類”の値として、窓の製品名や型番など
が設定されても良い。
　“付属部材”の項目の値は、建築物の開口部に設置される窓以外の部材の種類を表す。
“付属部材”の項目の値は、例えば“レースカーテン”と、“内付ブラインド”と、“障
子”と、“外付ブラインド”と、のいずれかである。
【００２８】
　“第一トレードオフ”の項目の値は、屋根に用いられる断熱材に関連したトレードオフ
を表す値である。トレードオフとは、屋根・壁・床・開口部等の断熱性能について、ある
部位の性能を抑える代わりに、他の部位の性能を向上させることで、所定の基準を満たし
たとみなすことができることである。トレードオフの具体例としては、平成２１年の改正
省エネ法において設けられた規定がある。この場合、満たしたとみなされる所定の基準と
は、次世代省エネルギー基準のことである。“第一トレードオフ”の項目の値は、例えば
“開口－屋根トレード”と、“壁－屋根トレード”と、“屋根トレードなし”と、のいず
れかである。
【００２９】
　“第二トレードオフ”の項目の値は、床に用いられる断熱材に関連したトレードオフを
表す値である。“第二トレードオフ”の項目の値は、例えば“床トレード”と、“床トレ
ードなし”と、のいずれかである。
　“断熱材”の項目の値は、建築物に用いられる断熱材の種類の名称を表す値である。“
断熱材”の項目の値は、例えば“フェノバボード”や“ポリウレタン”などである。
【００３０】
　“位置”の項目の値は、建築物において断熱材が用いられる部位を表す値である。“位
置”の項目の値は、例えば“屋根厚”と、“天井厚”と、“壁厚”と、“床（外気接部分
）厚”と、“床（その他）厚”と、“基礎（外気接部分）厚”と、“基礎（その他）厚”
と、のいずれかである。
　“厚さ”の項目の値は、所定の基準を満たすために、建築物に用いられる断熱材に要求
される厚さを表す。“厚さ”の項目の値は、断熱材情報テーブルにおいて対応付けられた
“地域”、“上部断熱工法”、“工法”、“構造”、“窓の種類”、“付属部材”、“第
一トレードオフ”、“第二トレードオフ”、“断熱材”、“位置”の各項目（以下、「条
件項目」という。）の値に応じて、所定の基準を満たすように予め算出された断熱材の厚
さを表す値である。所定の基準とは、例えば次世代省エネルギー基準である。厚さ取得部
３０７は、表示データ生成部３０２から、“地域”、“上部断熱工法”、“工法”、“構
造”、“窓の種類”、“付属部材”、“第一トレードオフ”、“第二トレードオフ”、“
断熱材”、“位置”の各項目の値を受ける。厚さ取得部３０７は、断熱材情報テーブルを
参照し、受けた各項目の値の組み合わせに対応する“厚さ”の項目の値を計算して読み出
す。そして、厚さ取得部３０７は、読み出した“厚さ”の項目の値を、表示データ生成部
３０２に送信する。
【００３１】
　図５は、トレードオフ情報テーブルの具体例を表す図である。トレードオフ情報テーブ
ルは、“地域”項目の値と、“上部断熱工法”の項目の値と、“工法”の項目の値と、“
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構造”の項目の値と、“第一トレードオフ”の項目の値と、“第二トレードオフ”の項目
の値と、“トレードオフ対象情報”の項目の値と、を対応付けたテーブルである。“地域
”、“上部断熱工法”、“工法”、“構造”、“第一トレードオフ”、“第二トレードオ
フ”の各項目の値は、断熱材情報テーブル（図４）における同名の各項目の値と同じであ
る。“トレードオフ対象情報”の項目は、トレードオフ情報テーブルにおいて対応付けら
れた“地域”、“上部断熱工法”、“工法”、“構造”、“第一トレードオフ”、“第二
トレードオフ”の各項目の値に応じて、トレードオフの対象となる建築物であるか否かを
表す情報である。“トレードオフ対象”という値は、トレードオフの対象となる建築物で
あることを表す値である。すなわち、第一トレードオフとして選択されたトレードオフ及
び第二トレードオフとして選択されたトレードオフがいずれも正当に実行可能なトレード
オフであることを表す。一方、“トレードオフ対象外”という値は、トレードオフの対象
とならない（対象外である）建築物であることを表す値である。すなわち、第一トレード
オフとして選択されたトレードオフ又は第二トレードオフとして選択されたトレードオフ
のいずれか一方又は双方が認められないトレードオフであることを表す。
【００３２】
　図６は、断熱材位置情報テーブルの具体例を表す図である。断熱材位置情報テーブルは
、“上部断熱工法”の項目の値と、“工法”の項目の値と、“構造”の項目の値と、“第
一トレードオフ”の項目の値と、“第二トレードオフ”の項目の値と、“位置情報”の項
目の値と、を対応付けたテーブルである。“上部断熱工法”、“工法”、“構造”、“第
一トレードオフ”、“第二トレードオフ”の各項目の値は、断熱材情報テーブル（図４）
における同名の各項目の値と同じである。“位置情報”の項目は、断熱材位置情報テーブ
ルにおいて対応付けられた“上部断熱工法”、“工法”、“構造”、“第一トレードオフ
”、“第二トレードオフ”の各項目の値に応じて、所定の基準を満たすために厚さが考慮
されるべき断熱材の位置を表す情報である。
【００３３】
　図７は、トップページの表示例を表す図である。トップページとは、断熱材選択支援サ
ービスを受けようとする使用者の端末装置２００に最初に表示される画面である。端末装
置２００は、使用者から断熱材選択支援サービスの開始指示が入力されると、トップペー
ジの要求データを断熱材選択支援装置３００へ送信する。表示データ生成部３０２は、端
末装置２００からトップページの要求データを受信すると、トップページの表示データを
端末装置２００へ送信する。端末装置２００は、断熱材選択支援装置３００からトップペ
ージの表示データを受信すると、トップページの画面を表示する。
【００３４】
　トップページには、条件項目の一部又は全部を選択するための選択枠が表示される。図
７の例の場合には、トップページには、地域選択枠４０１、上部断熱工法選択枠４０２、
工法選択枠４０３、構造選択枠４０４、メーカー選択枠４０５、窓の種類選択枠４０６、
付属部材選択枠４０７、第一トレードオフ選択枠４０８、第二トレードオフ選択枠４０９
、送信ボタン４１０が表示される。各選択枠への値の入力方法は、既存のどのような方法
によって実現されても良い。例えば、選択枠に対して文字を直接入力する方法によって実
現されても良いし、選択枠をクリックすることによって予め設定されている複数の選択肢
が表示され、その中から使用者が一つの選択肢を選択するように構成されても良い。
【００３５】
　地域選択枠４０１は、使用者が選択した地域の項目の値を入力するための枠である。上
部断熱工法選択枠４０２は、使用者が選択した上部断熱工法の項目の値を入力するための
枠である。工法選択枠４０３は、使用者が選択した工法の項目の値を入力するための枠で
ある。構造選択枠４０４は、使用者が選択した構造の項目の値を入力するための枠である
。メーカー選択枠４０５は、使用者が選択したメーカーの項目の値を入力するための枠で
ある。窓の種類選択枠４０６は、使用者が選択した窓の種類の項目の値を入力するための
枠である。付属部材選択枠４０７は、使用者が選択した付属部材の項目の値を入力するた
めの枠である。第一トレードオフ選択枠４０８は、使用者が選択した第一トレードオフの
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項目の値を入力するための枠である。第二トレードオフ選択枠４０９は、使用者が選択し
た第二トレードオフの項目の値を入力するための枠である。送信ボタン４１０は、各選択
枠４０１～４０９に入力された値とともに、厚さ表示ページを要求するための要求データ
を送信するためのボタンである。
【００３６】
　端末装置２００は、メーカー選択枠４０５にメーカーの項目の値が入力されると、入力
されたメーカーの項目の値とともに、新たなトップページを要求するための要求データを
断熱材選択支援装置３００へ送信する。メーカー選択枠４０５にメーカーの項目の値が入
力された際のこのような処理は、トップページの表示データであるＨＴＭＬファイルに予
め定義されている。表示データ生成部３０２は、窓情報テーブルを参照し、要求データと
ともに受信したメーカーの項目の値に対応する窓の種類の項目の値を読み出す。表示デー
タ生成部３０２は、読み出した窓の種類の項目の値が選択肢として窓の種類選択枠４０６
に表示されるようなトップページの表示データを生成する。そして、表示データ生成部３
０２は、生成した表示データを端末装置２００へ送信する。端末装置２００は、新たに受
信した表示データを表示する。端末装置２００は、窓の種類選択枠４０６の選択肢表示ボ
タン（図７の下向きの黒塗り三角形を内包するボタン）が押下されると、窓の種類の項目
の値の選択肢を表示する。
【００３７】
　端末装置２００は、第一トレードオフ選択枠４０８又は第二トレードオフ選択枠４０９
に入力されている値がトレードオフを行うことを表す値である場合には、地域選択枠４０
１、上部断熱工法選択枠４０２、工法選択枠４０３、構造選択枠４０４、第一トレードオ
フ選択枠４０８又は第二トレードオフ選択枠４０９に入力された値が変更される度に、そ
の時点で地域選択枠４０１、上部断熱工法選択枠４０２、工法選択枠４０３、構造選択枠
４０４、第一トレードオフ選択枠４０８及び第二トレードオフ選択枠４０９に入力されて
いる値とともに、新たなトップページを要求するための要求データを断熱材選択支援装置
３００へ送信する。このような処理は、トップページの表示データであるＨＴＭＬファイ
ルに予め定義されている。
【００３８】
　表示データ生成部３０２は、トレードオフ情報テーブルを参照し、要求データとともに
受信した各値の組み合わせに対応するトレードオフ対象情報を読み出す。表示データ生成
部３０２は、読み出したトレードオフ対象情報に応じた文字列を所定位置に表示する表示
データを生成する。図８は、読み出されたトレードオフ対象情報の値が“トレードオフ対
象”である場合のトップページの表示例を表す図である。表示データ生成部３０２は、読
み出されたトレードオフ対象情報の値が“トレードオフ対象”である場合、所定の位置に
「トレードオフを行います。」という文字列を表示する表示データを生成する。図９は、
読み出されたトレードオフ対象情報の値が“トレードオフ対象外”である場合のトップペ
ージの表示例を表す図である。表示データ生成部３０２は、読み出されたトレードオフ対
象情報の値が“トレードオフ対象外”である場合、所定の位置に「トレードオフ対象外で
す。」という文字列を表示する表示データを生成する。そして、表示データ生成部３０２
は、生成した表示データを端末装置２００へ送信する。端末装置２００は、新たに受信し
た表示データを表示する。
【００３９】
　送信ボタン４１０が押下されると、端末装置２００は、各選択枠４０１～４０９に入力
された値とともに、厚さ表示ページを要求するための要求データを断熱材選択支援装置３
００へ送信する。また、端末装置２００は、各選択枠４０１～４０９に入力された値を一
時的に記憶する。送信ボタン４１０を押下した際のこのような処理は、トップページの表
示データであるＨＴＭＬファイルに予め定義されている。表示データ生成部３０２は、断
熱材位置情報テーブルを参照し、要求データとともに受信した各値の組み合わせに対応す
る位置情報を読み出す。表示データ生成部３０２は、読み出した位置情報に定義された各
位置に、断熱材に関する情報を表示するための枠（後述する断熱材選択枠５０１及び厚さ
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表示枠５０２）を表示する厚さ表示ページの表示データを生成する。そして、表示データ
生成部３０２は、生成した表示データを端末装置２００へ送信する。端末装置２００は、
新たに受信した厚さ表示ページの表示データを表示する。
【００４０】
　図１０及び図１１は、厚さ表示ページの表示例を表す図である。厚さ表示ページには、
使用者によって選択された断熱材の種類とその断熱材に要求される厚さとが表示される。
図１０の例の場合には、厚さ表示ページには、建築物の形状をした画像５０３（以下、「
建築物画像」という。）が表示され、建築物画像５０３上の断熱材が設置される位置毎に
、断熱材選択枠５０１及び厚さ表示枠５０２が表示される。断熱材選択枠５０１及び厚さ
表示枠５０２が表示される位置は、トップページにおいて選択された上部断熱工法、工法
、構造、第一トレードオフ及び第二トレードオフ、の項目の値に応じて変化する。上述し
た処理によって、トップページにおいて選択された上部断熱工法、工法、構造、第一トレ
ードオフ及び第二トレードオフ、の項目の値に応じた位置情報が表示データ生成部３０２
によって読み出され、厚さ表示ページの表示データが生成される。
【００４１】
　端末装置２００は、断熱材選択枠５０１に入力されている値が変更される度に、各断熱
材選択枠５０１に入力された値及びトップページで各選択枠４０１～４０９に入力された
値とともに、新たな厚さ表示ページを要求するための要求データを断熱材選択支援装置３
００へ送信する。このような処理は、厚さ表示ページの表示データであるＨＴＭＬファイ
ルに予め定義されている。表示データ生成部３０２は、受信した情報を厚さ取得部３０７
へ送信する。厚さ取得部３０７は、断熱材情報テーブルを参照し、受信した条件項目の値
に対応する各断熱材に要求される“厚さ”の項目の値を読み出す。厚さ取得部３０７は、
取得した“厚さ”の項目の各値を表示データ生成部３０２へ送信する。表示データ生成部
３０２は、厚さ取得部３０７によって取得された厚さの項目の各値を、それぞれ対応する
厚さ表示枠５０２に表示する厚さ表示ページの表示データを生成する。そして、表示デー
タ生成部３０２は、生成した表示データを端末装置２００へ送信する。端末装置２００は
、新たに受信した表示データを表示する。
【００４２】
　例えば、図１０の厚さ表示ページにおいて、壁厚の位置の断熱材選択枠５０１に入力さ
れていた値が“フェノバボード”から“ポリウレタン”に変更された場合、以下のような
処理が実行される。まず、端末装置２００は、屋根厚、壁厚、床（外気接部分）厚、基礎
（外気接部分）厚、基礎（その他）厚の各位置の各断熱材選択枠５０１に入力された値と
、トップページで各選択枠４０１～４０９に入力された値とともに、新たな厚さ表示ペー
ジを要求するための要求データを断熱材選択支援装置３００へ送信する。表示データ生成
部３０２は、新たな厚さ表示ページの表示データを生成し、この表示データを端末装置２
００へ送信する。端末装置２００は、新たに受信した表示データを表示する。このとき端
末装置２００によって表示される厚さ表示ページは、例えば図１１のような画面となる。
【００４３】
　端末装置２００の使用者は、図８又は図９に示されるようなトレードオフに関する表示
を参照することによって、その時点で自身が選択している各項目の値に応じた建築物がト
レードオフの対象となっているのか否かを即座に判断することが可能となる。また、もし
トレードオフの対象となる建築物を所望しているにも関わらずトレードオフの対象外であ
ると表示されている場合には、その場で各選択枠に入力されている値を変更することによ
って、トレードオフの対象となるような値を選択することが可能となる。
【００４４】
　また、端末装置２００の使用者は、図１０や図１１に示されるような厚さ表示ページを
参照することによって、その時点で選択されている断熱材に要求される厚さを、その断熱
材が用いられる位置毎に即座に判断することが可能となる。また、断熱材選択枠５０１及
び厚さ表示枠５０２は、建築物画像５０３上の断熱材が設置される位置毎に表示される。
そのため、使用者は視覚的に断熱材の位置を直感的に判断することが可能となり、操作ミ
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【００４５】
　＜変形例＞
　上述したトップページは、断熱材選択支援サービスを受けようとする使用者の端末装置
２００に必ずしも最初に表示される必要はない。例えば、端末装置２００には、他のペー
ジが最初に表示されても良い。そして、そのページにおいて、仕様規定を用いた断熱材検
討を行うことを表すボタンが押下された後に、端末装置２００が図７のようなトップペー
ジを要求する要求データを送信し、図７のようなトップページが端末装置２００に表示さ
れても良い。
　上述した説明では、トップページや厚さ表示ページにおいて何らかの値が入力されたり
ボタンが押下されたりすることに応じて端末装置２００が要求データを送信する処理は、
各ページのＨＴＭＬファイルに予め定義された処理である。一方、これらの処理は、端末
装置２００で実行される専用のアプリケーションに予め定義された処理であっても良い。
【００４６】
　断熱材選択支援装置と端末装置２００とは一体の装置として構成されても良い。このよ
うに構成された場合、通信部３０１及びネットワーク４００は不要となる。また、表示デ
ータ生成部３０２は、生成した表示データを画面に表示する機能を備える。
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【符号の説明】
【００４７】
１００…システム，　２００…端末装置，　３００…施設管理補助装置，　３０１…通信
部，　３０２…表示データ生成部，　３０３…窓情報記憶部，　３０４…トレードオフ情
報記憶部，　３０５…断熱材位置情報記憶部，　３０６…断熱材情報記憶部，　３０７…
厚さ取得部
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